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	ソウルにて通信使大出発式開催
	4月15日（日）に三使任命式など“文化使節団 漢陽大出発”の式典が日本からも“朝鮮通信使”交流議員の会河村建夫会長ほかが列席する中で盛大に開催され、日韓メディアにも大きく取り上げられました（詳しくはここ）。


	プサンにおいて日本へ渡る朝鮮通信使を送る大記念行事開催

　5月4日（金）・5日（土）　～海神祭、2000人参加の平和行列、餞別宴～
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　日本では連休中の5月4日～5日、韓国における日本への窓口の長い歴史をもつプサン（釜山）で、朝鮮通信使の航路安全祈願の海神祭と餞別の宴、そして通信使行列を含む平和行列が開催されます。
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	５月４日（金）「海神祭－航路の安全を祈願する」　19:00～20:30

	永嘉台　朝鮮通信使広場（釜山広域市東区）
	日本に向かう朝鮮通信使の航路の無事安寧を祈願する儀式行事


	５月５日（土）「朝鮮通信使　平和行列」　15:00～18:00

	
	10：00－14：00　「付帯行事－朝鮮通信使　宝物を探せ！」
　－朝鮮通信使ゆかりの12都市（釜山、ソウル、東京など）を光復路と龍頭山公園に設営。
　　各地点を巡回し、朝鮮通信使縁故地域図にスタンプを押して運営本部に提出すると記念品贈呈。
　＊子供の日　特別イベント（ピエロパフォーマンス、マイムショー、フェイスペインティングなど）

	場所：龍頭山公園－国際市場
行列区間1.5キロ：龍頭山公園→釜山近代歴史館→(元)ユニ百貨店→チャンソン治安センター→光復路→国民銀行→第一銀行(チャンソン支店)
	14：30－15：00　「接迎式－東莱府使が朝鮮通信使三使を迎える行事」
15：00－18：00　「朝鮮通信使　平和行列」（2000名規模）
　－先導行列、東莱府使行列、朝鮮通信使行列（正使、副使、従事官）

　－釜山の祝祭（釜山市内の１６区・郡の祭り）と文化財行列

　－韓・日の祝祭行列（日本各地域の祭りなども参加）



	５月５日（土）「餞別宴－花のある正餐」　19:00～20:30

	コモドホテル／チュンムホール

先着順100名（参加費3万ウォン）
	1部　韓国伝統公演
2部　花床大膳（朝鮮時代の王室の宴会で出された、花が添えられた正餐）


	プサン行事と平行して朝鮮通信使学会「国際学術シンポ」開催　5月4日（金）


　プサンで海神祭が行われる5月4日（金）には朝鮮通信使学会の国際学術シンポが以下の通り行われます。

	時間：10：30～18：00

場所：釜山広域市庁

12階国際会議室

主題：

「朝鮮通信使400周年、

韓日文化交流の歴史」

司会：ハン・テムン／釜山大学国語国文科教授
	10：30－11：00
11：00－11：50
13：10－14：00
14：00－15：00
15：10－16：10
16：20－17：30
	公式行事：会長挨拶、祝辞など
基調発表：「朝鮮通信使400周年－秀吉の武力外交と家康の平和外交」
　　　　　　　－キム・ヤンギ（哲学博士、評論家、比較文化博士） 
発表：「朝鮮通信使の江戸入城過程」
　　　　　　　－パク・ファジン（釜京大学史学科教授）
発表：「日本で発見される朝鮮通信使の文案に対して」
　　　　　　　－高橋博巳（名古屋金城学院大学教授）
発表：「筆談集に現れる韓日文士の文学議論」
　　　　　　　－ク・ジャヒョン（延世大学講師）
総合討論 －座長：キム・デミン（京城大学史学科教授）

	韓国から大学生、マスコミ、国会議員など多数来訪

～静岡の大御所四百年祭　朝鮮通信使月間（5月）に～



静岡市は、本年が徳川家康が駿府城に入城して400年にあたることから「大御所四百年祭」を大々的に催します。

そのなかの主要行事として、今年がちょうど、秀吉の朝鮮侵攻からわずか十年で家康が朝鮮通信使を招請し国交を回復してから400周年にも当たることから、「平和外交家・家康」を見直すという意味合いで、朝鮮通信使関連の行事が特に5月に以下のように集中的に催されます。

	①特別展「朝鮮通信使と清見寺」5月12日(土) ～6月10日(日)、朝鮮通信使図録披露5月12日(土)

②シンポジウム&情報交換会「駿府家康と朝鮮通信使往来」、映像作品「駿府発･21世紀の使行録朝鮮通信使」初上映5月19日(土)

③朝鮮通信使行列再現　5月19日(土) 駿府城周辺、5月20日(日) 清水港と興津

④日韓交流親善シンポジウム「次代へつなぐ善隣友好の道」5月20日(日) 基調講演：大韓民国元副総理權五琦（ｸｫﾝ・ｵｷﾞ）氏

（詳しい情報は、静岡市ＨＰ、縁地連ＨＰないし今後発刊されるニュースレターを参照）


○大学生

　静岡県立大学と交流しているソウルの延世大学30名の他、釜山エリア6大学から30名、合計60名が静岡に来訪し、日本側の大学生と一緒に朝鮮通信使行列（19日）に参加したり、シンポジウムに参加したりしながら交流します。

○マスコミ

　18日（金）～21日（月）の日程で、日本側が招請した韓国の新聞・雑誌・テレビなどの取材陣約30名が静岡を訪問し、静岡の行事・イベントを取材すると共に観光地や史跡等を回ります。

○国会議員

　韓国で昨年4月に設立された朝鮮通信使議員連盟のメンバーが来日し、日本側の“朝鮮通信使”交流議員の会の議員とともに20日（日）の日韓交流親善シンポジウム（下にスケジュール）に出席し、相互に対話するほか、清見寺ほかの静岡の地を視察し、市民、学生とも交流します。


５月２０日（日）に日本平ホテルで開催される

日韓交流親善シンポジウム「次代へつなぐ善隣友好の道」スケジュール

（　主催：“朝鮮通信使”交流議員の会、静岡市　共催：国土交通省中部運輸局　）

	時　刻
	内　　　　　　　　　　　容

	13:30
	日本茶　新茶サービス開始

	13:45

～14:15
	JUMP（テコンドーをベースとした切れのある韓国発のパフォーミング・アーツであり、ナンタに続いて世界的に人気上昇中）ミニ公演

	14:30
	シンポジウム開始

	14:45

～15:35
	基調講演　大韓民国　元副総理・統一院長官　權　五琦（クォン・オギ）氏

　「朝鮮通信使とこれからの日韓関係」

―東アジア新時代における未来へのメッセージ―

	15:50

～17:00
	パネルディスカッション

　－コーディネータ　宮本倫明氏

－パネラー　日本側　静岡県立大学教授小針進氏、“朝鮮通信使”交流議員の会（２名）、

　　　　　　　　　　文化・スポーツ関係ジャーナリスト

　　　　　　　韓国側　学識経験者、朝鮮通信使国会議員連盟（２名）

－両国大学生も加わって討論


日本側からは朝鮮通信使縁地連絡協議会の松原一征理事長、及び“朝鮮通信使“交流議員の会の谷川弥一幹事長、田島一成副会長、萩原誠司議員、原田令嗣事務局長、ほかの列席が予定されています。





日本からの参加：下関市（馬関奇兵隊30人）、山口県（長州青組20人）、長崎県（龍踊り40人）、対馬市（武士団20人）、


静岡市（港かっぽれ30人）、浜田市（上今明田ばやし20人）、その他、彦根市、千代田区からも参観





日本から





日本から





来日が計画されているのは韓国側朝鮮通信使議連の鄭義和（ﾁｮﾝｳｨﾌｧ）代表をはじめ朴振（ﾊﾟｸｼﾞﾝ）幹事、李鐘九（ｲｼﾞｮﾝｸﾞ）、李在雄（ｲｼﾞｪｳﾝ）、郭成文（ｸｧｸｽﾝﾑﾝ）、朴勝煥（ﾊﾟｸｽﾝﾌｧﾝ）、金起炫（ｷﾑｷﾞﾋｮﾝ）、李成権（ｲｿﾝｺﾞﾝ）各議員らです。
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